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第3章 2 家
い え

に  いる  ときに  地
じ

震
し ん

が  おこったら

　どのように  して，自
じ

分
ぶん

の  身
み

を  守
まも

れば  よいのでしょうか。

　おちついて　行
こう

動
どう

しましょう。
「おちて  こない」，「たおれて  こない」，「いどうして  こない」
場
ば

所
しょ

で  身を  守りましょう。

ゆれて  いる  ときに，  

きゅうに  外
そと

に  とびだすのは  

きけんだよ。

日
ひ

ごろから  安
あん

全
ぜん

な  場所を  

たしかめて  おこう。

第
3
章

自
分
の  

身
は  

自
分
で  

守
る
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